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美
浜
町
の

　

3
つ
の
財
布

　

町
に
は
、
お
金
を
出
し
入
れ
す
る
た
め

に
3
つ
の
財
布
を
用
意
し
て
い
る
ん
だ

よ
。

　

ま
ず
、
1
つ
目
は﹁
一
般
会
計
﹂と
い
う

財
布
。
こ
れ
は
、
町
の
基
本
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な
お
金
を

出
し
入
れ
す
る
財
布
で
、
通
常
は
こ
の
財

布
に
お
金
を
入
れ
た
り
、
そ
こ
か
ら
払
っ

た
り
し
て
い
る
ん
だ
。

　

そ
し
て
2
つ
目
が﹁
特
別
会
計
﹂と
い
う

財
布
。
こ
の
財
布
の
中
は
、
8
つ
に
仕
切

ら
れ
て
い
て
、﹁
診
療
所
事
業
﹂や﹁
国
民
健

康
保
険
事
業
﹂･等
が
あ
る
ん
だ
。

　

3
つ
目
は
、
一
般
の
会
社
と
同
じ
会
計

方
式
を
と
る﹁
企
業
会
計
﹂と
い
う
財
布
。

現
在
、
町
に
は
1
つ
だ
け﹁
上
水
道
会
計
﹂

と
い
う
会
計
が
あ
る
ん
だ
よ
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
た
く
さ
ん
お
金
が
か

か
る
事
業
や
継
続
し
て
続
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
事
業
の
た
め
に﹁
せ
せ
ら
ぎ
保
育
園

整
備
基
金
﹂や﹁
ま
ち
づ
く
り
基
金
﹂等
、
13

の
貯
金(

基
金)

を
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

　

プ
ラ
ス
収
支
の

　

一
般
会
計

　

自
主
財
源
は
全
体
の

　

半
分
を
下
回
る

　

町
の
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
み
ん
な
か

ら
納
め
ら
れ
た
町
税
や
町
の
施
設
を
使
っ

た
時
に
支
払
わ
れ
る
使
用
料
等
、
町
が
自

分
の
力
で
収
入
と
し
た
﹁
自
主
財
源
﹂と
国

　

町
民
一
人
あ
た
り
に

　

使
っ
た
お
金
は
約
75
万
円

　

歳
出
は
、
3
ペ
ー
ジ
下
の
グ
ラ
フ
を
見

て
も
分
か
る
よ
う
に
、
大
き
く
11
に
分
け

て
目
的
別
に
支
払
わ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

　

町
で
は
、
新
し
い
年
度
が
始
ま
る
前
に

必
要
と
な
る
事
業
や
経
費
を
計
算
し
て
当

初
予
算
を
組
む
ん
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
以

降
に
必
要
に
な
っ
た
時
は
補
正
予
算
を
組

み
な
が
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

ん
だ
よ
。

　

平
成
21
年
度
に
使
っ
た
お
金
は
、

81
億
２
，０
８
８
万
円
で
そ
の
約
3
割
を
占

め
て
い
る
の
が
教
育
費
と
な
っ
た
ん
だ
。

ま
た
、
前
年
度
と
比
べ
て
事
業
費
が
一
番

増
え
た
の
も
教
育
費
。
こ
れ
は
、
美
浜
中

学
校
の
整
備
や
丹
生
小
学
校
校
舎
の
耐
震

補
強
工
事
に
お
金
が
か
か
っ
た
こ
と
が
大

き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

　

歳
出
総
額
を
今
年
3
月
31
日
時
点
の
町

の
人
口
で
割
る
と
、
１
人
あ
た
り
に
使
っ

た
お
金
は
約
75
万
円
に
な
る
ん
だ
よ
。

今年も僕が
まちの台所事情を

紹介するよ！

名　称 金　額

町民税
個 人 4億8,952万円

法 人 1億5,765万円

固定資産税 16億7,415万円

軽自動車税 2,512万円

たばこ税 7,258万円

入 湯 税 120万円

合　計 24億2,022万円

□ 町税の内訳

一般会計

特別会計

企業会計

や
県
か
ら
も
ら
っ
た﹁
依
存
財
源
﹂に
分
か

れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

　

こ
こ
で
、
そ
の
割
合
を
見
て
み
る
と
、

自
主
財
源
が
42･

5
％
で
依
存
財
源
が

57･

5
％
。
自
主
財
源
が
全
体
の
半
分
を
下

回
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
よ
ね
。
自
主
財

源
の
割
合
が
大
き
い
ほ
ど
、
行
政
活
動
の

自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
で
き
る
か
ら
、

こ
れ
か
ら
も
税
収
を
上
げ
る
た
め
の
施
策

を
考
え
て
、
取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と
い

け
な
い
ん
だ
。

　

9
月
7
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
6
回
町

議
会
定
例
会
で
平
成
21
年
度
の
決
算
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
の
広
報
で
は
、
平
成
21
年

度
に
皆
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
や
、

国
ま
た
は
県
か
ら
の
お
金
等
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
の
か
を
報
告
し
ま
す
。

　

そ
れ
じ
ゃ
、
ま
ず
3
ペ
ー
ジ
に
あ
る
一

般
会
計
の
グ
ラ
フ
を
見
て
み
よ
う
。

　

平
成
21
年
度
に
町
に
入
っ
た
お
金
は

84
億
６
，５
６
２
万
円(

歳
入)

で
、
そ
こ
か

ら
支
払
っ
た
お
金
は
81
億
２
，０
８
８
万
円

(

歳
出)

だ
っ
た
ん
だ
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
残
念
な
が
ら

歳
入
は
減
少
し
て
い
る
ん
だ
。
だ
け
ど
、

行
財
政
改
革
を
進
め
て
歳
出
が
増
え
な
い

よ
う
努
力
し
た
か
ら
、
財
布
の
中
身
は
黒

字
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
ん
だ
よ
。

　

ち
な
み
に
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引

い
た
3
億
４
，４
７
４
万
円
は
、
全
部
次
の

年(

平
成
22
年
度)

の
財
布
へ
入
れ
て
使
わ
れ

る
ん
だ
。
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一般会計

①町税･･･町民税、固定資産税、軽自動車税等、町
に納められる税金

⑦地方譲与税･･･自動車重量譲与税、地方道路譲
与税、地方揮発油譲与税

⑧各種税交付金･･･利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動
車取得税交付金

⑨地方特例交付金･･･児童手当の制度拡充に伴う地
方負担の増加や、恒久的な減税に伴う地方税の減収
の一部を補てんするために国から交付されるお金

⑩地方交付税･･･地方公共団体が一定水準の業務が
できるよう財政状況に応じて国から交付されるお金

⑭交通安全対策特別交付金･･･交通安全施設の整備、
安全運転の確保、交通秩序の確立等一連の対策のため
に国から交付されるお金

②分担金及び負担金･･･一定の事業により特別な利
益を受ける者からその事業に要する経費の全部また
は一部を受益に応じて徴収するお金

③使用料及び手数料
使用料･･･総合体育館等、公の施設の使用料
手数料･･･税の証明や住民票等の交付に対する手数料

⑪国庫支出金･･･国が公益性を認め、その事業を実
施するために国から交付されるお金

⑫県支出金･･･事業など特定の目的の財源として県
から交付されるお金

⑤繰入金･･･一般会計･特別会計･基金等の会計間で
相互に資金運用するお金

⑥諸収入･･･他の収入科目に含まれない収入をまと
めた科目。延滞金や基金利子、雑入等

⑬町債･･･各事業を行うために町が借り入れるお金

④その他･･･財産収入、繰越金、寄附金

①議会費･･･議会活動にかかる経費

②総務費･･･自治振興、広報、戸籍、統計、選挙等
にかかる経費

③民生費･･･児童福祉・障がい者への福祉サービス
や老人福祉の増進、保育園や保健福祉センターの管
理･運営にかかる経費

④衛生費･･･保健衛生、ごみ処理など、衛生的な生
活のためにかかる経費

⑤労働費･･･労働者への貸付等にかかる経費

⑥農林水産業費･･･農林水産業の施設整備･振興や農
業委員会の運営に係る経費

⑦商工費･･･中小企業の振興育成・雇用促進、観光
振興にかかる経費

⑧土木費･･･道路・橋・河川・町営住宅の管理や都
市計画にかかる経費

⑨消防費･･･消防署や水防･防災対策にかかる経費

⑩教育費･･･小中学校の管理・運営、増改築や総合
体育館等の管理運営、社会教育、学校給食にかかる
経費

⑪公債費･･･地方債の元金及び利子の支払いにかか
る経費

歳入

歳出

歳出 ※ (　) は対前年比

歳入 ※ (　) は対前年比

用 明説語

①町税
24億2,022万円

⑦地方譲与税6,673万円

⑧各種税交付金1億 3,676万円
⑨地方特例交付金

地方交付税
1 0億
7,632万円

⑩

交通安全対策交付金166万円

② 分担金及び負担金
8,220万円

③使用料及び手数料
7,299万円

⑫

国庫支出金
12億
5,747万円

⑬

県支出金
18億 8,904万円

⑤繰入金 4億 4,000万円

⑥諸収入3億 3,169万円

⑭

町債2億 8,200万円

④その他 3億 8,005万円

(-2.6％ )

(+6.2％ )

(-4.4％ )

(-61.3％ )

(+73.9％ )

(-8.2％ )

(-5.5％ )

(-6.6％ )(+14.7％ )

(+14.2％ )

(-5.1％ )

(-10.8％ )

(-11.1％ )

(+20.7％ )

歳入

84億
6,562万円

⑪

2,849万円

(－7.0％)

① 議会費8,784万円
(-2.9％ )

②総務費
11億
114万円
(-22.6％ )

③ 民生費
13億
3,655万円
(-17.0％ )

④衛生費
1 0億
3,745万円
(+6.1％ )

⑤労働費
3,480万円
(± 0％ )

⑥ 農林水産業費
6億 6,796万円

(+7.7％ )

⑦ 商工費
1億 9,314万円 (-59.0％ )

⑧ 土木費
3億 6,237万円(+1.3％ )

⑨ 消防費
2億 6,066万円

(-1.6％ )

⑩教育費
25億4,254万円

(+9.2％ )

⑪ 公債費
4億 9,643万円

(-11.8％ )

歳出

81億
2,088万円

(－7.1%)

自主財源 (42.5％ )

依存財源 (57.5％ )

町民一人あたりに使われたお金
( 平成 22 年 3 月 31 日現在の人口 10,829 人で計算 )

74 万 9,920 円

※実際の決算額は円単位ですが、分かりやすくするため　 
　万円単位で表示しています。


